
ご使用の前に、この前明書 をよくお読み くださぃ。
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受信性能 をc h  1 3 ～2 3 1 こ最適化 した

地上 デ ィジタル放 送用 高性 能 型

U H F ア ンテナです。

ブーム

マスプロ独 自のビームダイポールですから、利得,

V S W Rが 優 れています。

UHFの地上アナログ放送も受信できます。

取扱方法は、梱包箱の豪面 をご覧 ください。

アルミパイブの内部に4つのリフを設けた,マ スプロ独自の

ブームほ造によって,エ レメントを確費に固定 しますから、

長期にわたり よ り安定 した性有しを発揮 します。

(ブームとエレメントが金属製の場合 接 触が悪くなると利得が半浅します)

(アル ミ製)

＼
エ レメン ト(アル ミ製)

(特許出願中)
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苦雲鷺足盤付温鮮眼靖掛罫賛凄こり晋F用
服

△注意
アンテナを高所や屋根に設置する場合1技 術と経験が必要で危険ですから1

必ず購入店にご相談ください。

アンテナ取付作業の注意点

●アンテナの部品の落下などによって 人 や物などに損害を与え
たり1危 害を与えたりすることがないように 安 全な場所を
選んで設置してください。

●感■防止のため ア ンテナは電線 (電灯線 高 圧線 電 話線
など)からできるだけ韓れた (万― 倒 れても電線に触れない)
場所に設置 してください。

●雨降り 強 風など 天 候の悪い日の取付作業はラF常に危険です
から 絶 対にしないでください。また 夏 の炎天下では 屋 根が

非常に終くなって, ま`すから 注 意してください。
●アンテナ取付工事を行うときは、落下防止のため ア ンテナ
本体や取付金具 工 具を固定物にヒモで結ぶなどの安全対策
をしてから作業 してください。

●高所での作業は非常に店隣です。万全の安全対策をして取付けて
ください。また、屋根に登ると、思ったより高 くは じられ
足lBも不安定です。おらないように 充 分気をつけて作業して
ください。

●テレビやチューナーからの75 0ケ ーブルをアンテナヘ接続する
ときtよ テ レビやチューナーのACブ ラグをACコ ンセン トから
抜いて作業を行ってください。ACプ ラグをACコ ンセン トに

接続 したままケーブルの接続作業 をすると 使 用 している
テレビによっては,8電 の原因となることがあります。

●アンテナの取付け 責 線振りなどの作業は 必 ず2人以上で行
なってください。

●アンテナは ま lEする場所により受信 レベルが違います。アン
テナを取付けるときは テ レビの画18が最良になるように

位置 高 さ 方 向を変えてください。

●台風や大雪などによって ア ンテナ 取 付全具 マ ス ト
ルーフベース(屋1長馬)支 線などに異常があった1リ ビ スや
ボル ト ナ ットなどがゆるんだりしていないか,必 す点検 して
ください。また ア ンテナが破損 変 形した場合 新 しいものと
交換 してください。そのままに しておくと ア ンテナや取付
全具などの部品が1破 損 落 下 して け がの原因や建造物に

損害 を与える原因となることがあります。

●臨食が進んで劣化 したアンテナや取付全具 をそのまま使用
しないで ください。落下 して 人 や物などに損害や危書 を
与 える原因となることがあります。アンテナや取付金果は
定期的に点検 してください。
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項 目 規 格

受信チャンネル ch Ⅲ3 23 ch 29～ 36

エ レメン ト凱 20

インピーダンス 750

動作利得[感度](Gah) 10′-14dB(dBd) 9方ヤ14dB(dBd)

VSVVR 25以 下 23以 下

前後比 (F7B) 13‐ヤ2338

半値 角度 28 44

道合 マス ト径 22～ 32mfn

外観寸法 1470(ヒ )× 380(VV)× 250(H)mm

質量 (重量) 布18909
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指向性は前後比と半値角度で表 します。

前後比 (F7 B )について

半値角度について
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前後比は前方と後方の感度の比 をdBで表 し

たものです。前後比が大 きいはど1後 方

か らの反射波による妨音が軽減 されます。

半値角度はオ旨向性の鋭さを示 し,半 値角度

が狭いほど‐

●前方からの反射波による妨害が軽減でき

ます。

●動作利得が高 くなります。
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VSWRに ついて

半伯角度

33°

VSWRは 、インピーダンスの整合の度合を表 したものです。

VSWRが 3以下 (1に近いほど良い)な ら,経 れたアンテナと

いえます。

VSVVR 整合損失 (利得の1邸 )

1 完全整合で無損矢

1 5 02dB (損 失 )

2 0 5dB (フ  )

3 1 2dB (″  )

すべてのクラフは マ スプロ独自の全自動アンテナ損J定装置が描いたものです.

マスプロの規格表 性 能表に絶対 うそはありません.保 証 します.

Ch

製品向上のため 仕様 外観は変更すること力fあります。
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